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1．概 説 

 

1．1 適用範囲 

 

 本施工要領書は鋼管杭回転圧入工法工事を対象とした、アルファーシステム工法に関するも

のであり、施工方法、管理項目及び留意事項等を示したものである。 

 

 本施工要領書は、低空間、営業線鉄道線路内及び水上施工等の特殊な条件を考慮しつつ、そ

の施工法、管理項目、留意点に関して記述したものであるが、作成に際しては次の諸基準、文

献等に準拠している。 

 ① 道路橋示方書・同解説Ⅳ 下部構造編 

      （社）日本道路協会 

 ② 杭基礎設計便覧 

      （社）日本道路協会 

 ③ 杭基礎の低騒音・低振動施工法と支持力 

      （社）土質工学会 

 ④ 既製コンクリート杭施工管理指針 

      （社）日本建設業連合会 

 

  

 その他、土木工事共通仕様書、建築工事共通仕様書等である。 

 なお、当工法が対象とする杭は JIS A 5525 に規定している土木及び建築などの構造物基準に

使用する鋼管杭である。 

 

 



- 2 - 

1．2 工法の定義 

 

 本要領書でいうアルファーシステム工法とは鋼管杭を回転させながら圧入していく工法をい

う。 

 

 従来の中掘り圧入工法は減速機がリーダー上方にあるため打設可能な有効杭長が短くなり、

低空間での施工に問題があった。 

 当工法は圧入機、減速機を特殊低空間用リーダー下方にまとめ低空間でも有効長の長い杭打

設を可能とし、地盤の硬さや土質に応じて次の２タイプの施工法を使い分ける。 

 

無削孔回転圧入方式(タイプ１) 

 鋼管杭をそのまま回転圧入する施工方法であり、鋼管杭内部の閉塞状態を保持しているため

支持力確保の観点からは有利な工法である。適応地盤としては中程度の締り地盤に適している。 

 

掘削攪拌翼設置型回転圧入方式(タイプ２)（標準施工） 

 鋼管杭先端に掘削攪拌翼を取り付け、それに導水パイプを接続し（埋殺し部材）、削孔水を注

入しながら回転圧入する。中間層が比較的硬質地盤、支持層が礫地盤の場合に適する。支持層

に達したら所定の根固めセメントミルクを注入し、支持力を確保する。 
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2．調 査 

 

 アルファーシステム工法での施工の適否を判断し、十分計画された施工計画のもとで、次の

調査及び確認が必要となる。 

 

 (1) 地盤条件 

    土質条件、地盤の成層状態、支持層の深度、地下水の有無及び位置、地下水流の有無。 

 

 (2) 施工上の制約条件 

    資機材搬入経路、動力源の有無、給排水の有無、敷地、上空制限、周辺環境。 

 

 (3) その他の調査 

    障害となる埋設物の有無、近接地における杭打施工例、既存ボーリングデータ。 

 

 アルファーシステム工法を適用するに際し、その施工タイプ、使用機械類等を決定するため

十分な地盤調査が必要となる。 

 地盤条件は施工時間や杭の性能に直接かかわるものであり、工事の工程や施工の可否を決定

する大きな要因となる。 

 

杭先端部地盤 項   目 施  工  状  況 判 定 

支 
持 

層 
傾     斜 

支持層の深度が変化している場合の根入れ深さ

不足や過大な根入れ 
△ 

砂  礫  層 
比較的小さなものなら施工は可能。杭芯のズレ

と杭先端部の損傷が考えられる。 
△ 

地 

下 

水 

伏  流  水 
杭先端根固めが十分に行えない可能性大。セメ

ントミルク等が流出する恐れがある。 
× 

被  圧  水 

（支持層中のみ） 

杭先端根固めが所定の位置で行えない場合が有

る。 
△ 

 註） ×：施工不可 

    △：施工に細心の注意が必要 

 

施工上の制約条件として大きなものは空間高さがある。これは、打設可能な杭長を決定する

重要な要因となり、施工時間に大きく影響を与え、適切な杭長の割付を計画する必要がある。 

 また、鉄道工事では杭芯まで線路内を移動する場合があるが、事前に仮張り(木製覆工、アス

ファルト舗装による覆工など)を設置して施工するものとする。 
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3．施工計画 

 

3．1 施工計画書 

 

 アルファーシステム工法の施工に際し、施工上の条件を考慮し、適切な施工タイプの選定や

施工管理に関する事項を記述した計画書を作成するものとする。 

 

(１) 一般的事項 

(２) 施工機械（施工タイプの選定、使用機械及び器具の選定） 

(３) 施工要領 

(４) 仮設備の配置計画（濁水処理プラント、モルタルプラント 他） 

(５) 地盤調査結果（土質縦断図、標準貫入試験結果、粒度分布 他） 

(６) セメントミルクの配合、及び注入量 

(７) 施工管理 

(８) 杭打工事工程表 

(９) 資機材搬入計画 

(10) 組織表と必要免許・資格 

(11) 施工記録 

(12) 安全対策 

 (※) 濁水処理方法は、現場状況に応じて別途計画する。 
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3．2 施工タイプの選定 

 

 アルファーシステム工法による杭打設の施工にあたって、２タイプの施工法を良く理解し、

地盤条件、現場条件に適した施工タイプを選定しなければならない。 

 

 (1) 機種および施工法の選定 

 第 1 種機～第 3 種機に対し、表 3-1～表 3-4、及び、(2)の施工法の選定フローにより機

種及び施工法を選定する。なお、掘削攪拌翼設置型(タイプ 2)での施工を標準とする。 

 

①  機種及び施工法の選定 

表 3-1 無削孔回転圧入方式（タイプ１）と打設杭長、適用杭径  

機  種 打設杭長適用範囲 適 用 杭 径 

第 1 種機 ～10ｍ以下 φ400～φ800 

第 2 種機 ～15ｍ以下 φ400～φ1500 

 

 表 3-2 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式（タイプ２）と打設杭長、適用杭径  

機  種 打設杭長適用範囲 適 用 杭 径 

第 1 種機   ～40ｍ以下 φ400～φ800 

第 2 種機   ～60ｍ以下 φ400～φ1500 

        註) 50ｍ以上の杭長については、別途検討する。 
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 (2) 機種及び施工法の選定フロー 

 

ＳＴＡＲＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ Ｎ Ｄ 

 

 

 

機種の 

選 定 

施工法 

の選定 

タイプ１（表－3．1） 

で杭長、杭径による機種の選定 

タイプ２（表－3．2） 

で杭径、杭長による機種

の選定 

地盤条件による施工法の 

選定（表－3．4） 

適用範囲 

の中にある 

タイプ 2 の選定表 

において、△印が 

ある 

タイプ 2 で施工 

No 

No 

Yes 

地盤条件による施工法の 

選定（表－3．4） 

Yes 

タイプ 1 の選定表 

において､×印が 1 ヶ所以上又は､ 

△印が 2 ヶ所以上ある 

タイプ 1 で施工 

No 

別途検討 

Yes 



 

-
 
7
 
-
 

 

 表 3-4 地盤条件による施工法の選定  

 

条 件 

 

 

施工法タイプ 

地    盤    条    件 

中  間  層 支  持  層  Ｎ＞50 

粘 土 層 砂 層 礫層（φ≦50mm） 砂 層 礫 層 （φ≦50mm） 

N≦20 N＞20 Ｎ＜30 N≧30 N＜30 N≧30 貫入量 1Ｄ以下 貫入量 4Ｄ以下 貫入量 1Ｄ以下 貫入量 4Ｄ以下 

 

タイプ１ 

 

無削孔回転 

圧入方式 

 

○ × ○ × △ × × × △ × 

 

タイプ２ 

 

掘削攪拌翼 

設置型回転 

圧入方式 

 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 

 

 

註１）中間層でＮ≧30 の砂礫地盤の層厚は 1.0ｍ程度とする。       ○：施工可能 

註２）タイプ２で中間層Ｎ≧30 が 3ｍ以上ある場合は別途検討が必要    △：やや難あり（類似地盤等の実績を考慮して判定するものとする） 

註３）中間層でＮ＞50 の砂層、砂礫層、Ｎ＞20 の粘土層は別途検討が必要 ×：不  可 

 

上記以外の地盤条件の場合は、別途検討とする。 
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3．3 施工手順図 

 (1) 無削孔回転圧入方式（タイプ１）施工手順図 

 

①鋼管杭建て込み 

鋼管杭を回転圧入機にセットする。 

②鋼管杭回転圧入 

鋼管杭を回転圧入により、打設する。 

③ヤットコ建て込み 

ヤットコを回転圧入機にセットする。 

④所定深度回転圧入 

ヤットコにより、所定深度（支持層）まで

打設する。打設終了後、ヤットコを撤去す

る。 
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 (2) 掘削攪拌翼設置型回転圧入方式（タイプ２）施工手順図 

 

①鋼管杭加工～建て込み 

鋼管杭の先端に掘削攪拌翼を溶接にて取

り付け、導水パイプを取り付けた鋼管杭を

回転圧入機にセットする。 

②鋼管杭回転圧入 

削孔水を噴出させながら、鋼管杭を回転圧

入により、打設する。 

③ヤットコ建て込み 

導水パイプを取り付けたヤットコを回転

圧入機にセットする。 

④所定深度回転圧入 

ヤットコにより、所定深度（支持層）まで打設

し、セメントミルクを所定量注入し、支持層地

盤に定着させ、ヤットコを撤去する。 
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4．試験杭 

 

 アルファーシステム工法による杭打設が確実に行われる事を確認する目的で、試験杭の施工

を行うことを原則とする。 

 

 試験杭は設計図面にもとづいた位置で実施し、工法タイプ選定の妥当性を確認する。試験杭

施工時における確認項目は、回転圧入時間、圧入抵抗、支持層位置等が主なものである。 

 

 

 

5．施工管理 

 

 アルファーシステム工法による杭打設は、当工法協会会員各社が実施するものとする。管理

に際しては特記仕様書、図面、設計図書等の他に本施工要領書によるものとする。 

 

 

 

6．準備作業 

 

 アルファーシステム工法による杭打設工事の施工準備に際し、工事が円滑かつ安全に遂行で

きるよう、機械器具類の点検整備や仮設備等の準備をしておかねばならない。 

 

準備作業としては次の項目であるが、特殊条件が存在する場合は個別に検討が必要である。 

(1) 仮設道路又は仮設桟橋等の設置。 

(2) 施工敷地内の整地及び足場の準備。 

(3) 給水・排水設備、電力設備、プラント設備の準備。 

(4) 障害物の撤去、移設、養生。 

(5) 近接構造物等の防護措置。 

(6) 周辺への危害防止及び環境保全措置。 
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7．杭の運搬・検査・貯蔵 

 

 杭の運搬・検査・貯蔵にあたってはその性能及び品質に支障のないように配慮しなければな

らない。 

 

 (1) 杭の積み下ろし作業は有害な変形や損傷が出ないように配慮する。 

    基本的には 2 点吊りを励行する。 

 (2) 設計図書及びＪＩＳ規格にもとづいて外観や寸法等を検査する。 

 (3) 杭はその材質、部位が明確となるように保管し、適当な間隔で枕木及び転び止めを配置

する。 

 (4) その他の使用材料 

    掘削攪拌翼設置型方式により使用される鋼管杭以外の材料には、以下のようなものが

ある。 

  ① 杭先端根固め用セメント 

      普通ポルトランドセメント              （JIS R 5210） 

      高炉セメント                    （JIS R 5211） 

    ② 溶接材料 

      軟鋼用被覆アーク溶接棒               （JIS Z 3211） 

      軟鋼及び高張力鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ  （JIS Z 3213） 

 

 

 

8．杭の建込み 

 

 杭の取り扱いには十分注意し、所定の位置に正確に建込む。 

 

 杭の鉛直性は建込時の精度に大きく影響を受けるため正確な作業が必要となる。 

 このため、次のような点に留意する。 

 (1) 杭打機の水平度を確保する。 

 (2) 導枠等の定規を用い杭芯のズレを防ぐ。 

 (3) 継手部の鉛直性を確保し、杭ぶれが生じないように注意する。 

 (4) 上空制限を受ける場所では、打設可能な杭長との関係で建込み用クレーンの機種が制限

を受けるので注意を要する。 

 (5) 鋼管杭の建て込みは基本的に長さが最大 10m までとする。長さが 10m 以上になる場合は

別途検討とする。 
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9．杭の回転圧入 

 

 杭の回転圧入に関しては杭の支持力が低下しないよう十分に配慮し、圧入速度、圧入力に留

意する。 

 

 杭の回転圧入時に予想される不具合は次のものが考えられる。 

 (1) 鉛直性が悪いために生じる杭の偏芯。 

 (2) 地盤硬さに適合しない過度の圧入力を加えた場合に生じる杭の損傷。 

 

 杭先端処理を行う場合は注入するセメントミルクの配合及び注入量に注意し、所定の注入手

順を厳守し、所定の注入量を注入し、先端地盤及び所定の杭体内地盤と混合攪拌し、杭と地盤

とを一体化させる。 

 

 

10．杭の継手 

 

10．1 継手一般 

 

 杭の現場溶接継手の施工にあたっては、本項に示す規定にしたがい、確実に行わなければな

らない。 

 

 (1) 溶接は、杭の機能上有害な欠陥を生じないよう、適切な準備と条件のもとに正しい施工

を行わなければならない。 

 (2) 溶接は、セルフシールドアーク溶接法による半自動溶接を原則とする。その他の溶接を

用いるときは、基礎杭溶接管理技術者の承認を受けなければならない。 

 

 

10．2 基礎杭溶接管理技術者 

 

 溶接についての専門知識を有した基礎杭溶接管理技術者を溶接現場に常駐させ、溶接工の指

導、溶接の管理、検査を行わなければならない。 

  

  基礎杭溶接管理技術者は、溶接についての専門知識を有し、溶接工の指導や溶接の管理・

検査を行う。 
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10．3 溶接工 

 

 基礎杭溶接管理技術者は事前にその現場の溶接条件、溶接環境、溶接方法に応じ適切な試験

を行い、十分能力ありと判定された溶接工を選定する。試験を行わない場合は、その技術を証

明する資料または試験結果を報告しなければならない。 

 

 (1) 溶接工の技量検定資格 

    (社)日本溶接協会：JIS-Z-3841（半自動溶接技術検定） 

 

 

10．4 準備工 

 

(1) 溶接に先立ち他職種の作業者にも溶接施工に対する重要性を認識させる。 

(2) 溶接に際しては作業を容易にするために、強固で安全な足場等を確保しなければならな

い。 

(3) 溶接機器は常に点検し、キャプタイヤコード、ホルダー等安全に注意し、十分な溶接が

行える容量を有し、絶縁、電撃防止アース等安全装置の確認をしなければならない。 

(4) 溶接に先立ち必要な溶接機のほか、開先の手直し、乾燥、清掃、必要な検査、手直し等

の工具を現場に準備しておき、開先形状、及び表面の状態の確認をするとともに、必要が

あれば補正，清掃などを行わなければならない。 

(5) 杭の現場継手溶接部の目違い量とルート間隔を許容値以内に保持しなければならない。 

(6) 仮付溶接をする場合は、最小限度にとどめ、特に欠陥のない溶接でなければならない。

仮付溶接の最小長さは約 40 ㎜とする。 

 

 

10．5 溶接時の条件 

 

(1) 降雨、降雪時や強い風（10m／s 以上の風）が吹いている時には、溶接作業を行っては

ならない。ただし天候の影響を受けないような十分な防護処置を行った場合には、責任技

術者の承認を受けて溶接作業を行うことができる。 

(2) 気温が 5℃以下の場合には原則として溶接作業を中止しなければならない。 

   ただし、気温が－10℃以上でかつ溶接部から 10 ㎝の範囲内の母材に予熱を加える場合

は責任技術者の承認を受けて溶接を行うことができる。 

(3) 溶接作業にあたっては、適当な溶接電流、溶接電圧及び溶接速度を選定し、正しい手順

で欠陥のない溶接をしなければならない。 
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10．6 検査および試験 

 

(1) 溶接部の検査は、特記仕様書、設計書に指示された方法及び位置に従い実施するものと

する。特に指定のない場合は監督官と協議の上、責任技術者の判断で実施するものとする。 

(2) 基礎杭溶接管理技術者は、すべての溶接部について次の各段階で主として内眼検査によ

り検査を行い、結果を判定して次の工程の続行の許可あるいは手直しの指示を行うととも

に、必要な場合は欠陥防止のため準備・条件・方法の改善を指示し、施工法の指導を行わ

なければならない。 

   1) 溶接着手前 

   2） 溶接作業中（1.多層溶接の第一層終了後、2.裏溶接前） 

   3） 溶接終了後 

(3) 管理範囲は元請(管理技術者等)が管理するものとする。 

 

10．7 溶接完了後の打込み 

 

 溶接完了後の打込みにあたっては、溶着金属の急冷を避けるため少なくとも 200℃程度まで

自然放熱させた後に行う。溶接個所は溶接完了後、通常 1～2 分前後で 200～250℃になる。 

 

11．杭の打止め管理 

 

 杭の打止めは、杭先端が支持層に到達し所定の根入れが行われていることを確認した上で行

う。 

 

 (1) 確認方法 

 支持層の確認は、土質調査結果から得られた地質縦断図を目安として、試験杭の施工結

果、圧入速度、圧入力より判断する。 

 施工タイプ別、土質別の標準的な圧入速度は当工法協会の積算資料にも掲載しており、

判定資料として用いるものとする。 

 (2) 杭施工時の貫入抵抗 

 回転圧入時に生じる貫入抵抗は施工タイプ毎に異なるため、試験杭の施工結果と十分に

対比しながら判断することが必要である。 

 (3) 回転圧入力の測定 

    回転圧入力の測定は杭打機に取り付けた電流値もしくは回転トルク値で計測する。 

 (4) 杭先端が支持層に到達しているか、上記のデータから施工管理者が判断し元請(管理技

術者等)に確認してもらう。 
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 (5) 圧入管理データ（例） 

 

工事名  打設日  年 月 日 

杭種 鋼管杭 φ1000 杭長 L=31.5m 

深度基準値 施工基面高 OP+5.55 杭番号 №1 

最大電流値 592A 最大ﾄﾙｸ値 72.83t・m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6)記録が取得できなかった場合の措置 

① サイクルタイム等や付近の杭データと土質柱状図からの判定 

② 運転席の計測画面の写真データからの支持層の確認 

③ 当該杭箇所及び付近でのボーリングデータ採取により支持層を確認 
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12．杭先端処理 

12．1 一 般 

 

 杭先端処理は、杭の支持力を左右する重要な作業であり、杭先端部の加工、セメントミルク

の配合、および注入の方法に十分注意して行わなければならない。 

 

 杭の先端部へ注入する根固め用および杭内部閉塞用のセメントミルクの配合は水セメント比

60～70％とし、練り上がり量は次節の表 12－1 に杭径毎に規定している量とし、すべての量を

注入する。 

(1) セメントミルクの配合 

    セメント・・・・・セメントサイロを用いる場合は重量管理とし、計量器を使用する。 

             また袋セメントを用いる場合には袋数で、それぞれ管理するものと

する。 

 (2) 注入作業時 

    注入作業・・・・・セメントミルクの量は、練り上がり量として（1）で管理するとと

もに、注入量は流量計を用いて管理として行うものとする。 

12．2 注入液の配合等必至 

 

 杭先端へ注入するセメントミルクの配合は、水セメント比Ｗ／Ｃ＝60～70％（Ｗ：水 Ｃ：

セメントそれぞれ重量）とし（目標値 65％）、注入する量については、表 12-1 に示したものを

標準とする。 

 

表 12-1 標準注入量一覧表 

 

 杭径 
(㎜) 

項目 
400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 

注
入
量

(

㎥)
 

杭内 0.201 0.393 0.678 1.078 1.608 2.290 3.142 4.182 5.426 6.899 8.616 10.598 

セ
メ
ン
ト 

重量 

(㎏) 
207 405 699 1,111 1,657 2,360 3,239 4,311 5,593 7,111 8,881 10,924 

袋数 

(袋) 

9 

(225) 

17 

(425) 

28 

(700) 

45 

(1,125) 

67 

(1,675) 
- - - - - - - 

水 (ℓ) 135 263 454 722 1,077 1,534 2,105 2,802 3,635 4,622 5,773 7,101 

4D 

 

D 

 

※施工時は上記の数量に 15%のロス率分を増量させた数量を注入する。 

 上記の数量は標準数量であり、現場条件によっては協議の上、変更する 
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12．3 注入方法 

 

 注入するセメントミルクは、杭先端部の根固め用、及び杭内部閉塞用とし、規定量を注入す

るとともに、杭先端地盤を乱さないよう注意しなければならない。注入は杭体を正回転の状態

で行う。 

  

12．4 試 験 

 

 注入するセメントミルクの圧縮強度は、試験により確認することを原則とする。 

 

 注入するセメントミルクの圧縮強度は、地上でのテストピース採取による試験を標準とする。

試験の要領および数量等については設計図書等によるか、もしくは監督員と協議して定める。 

 

13．施工精度管理 

 

 アルファーシステム工法による杭の施工精度は仕様書等に定められた許容誤差以内で管理

しなければならない。 

 

 (1) 杭の施工誤差 

    杭の施工誤差は傾斜と平面的位置のずれによって生じる。一般的には、土木工事共通仕

様書あるいは発注者の基準等により、これらの誤差に対して許容値が定められているので

許容値内に入るよう精度管理を実施しなければならない。施工後、設計の杭頭の位置から

のずれが、10 ㎝以内で、傾斜は 1/100 以内であることを目標値とする。 

 (2) 精度管理 

    施工中は位置決めの段階より正確に測量を行い、鉛直度と合わせてチェックしながら杭

の打設を施工する。 
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14．打設記録 

 

 アルファーシステム工法による打設の記録は次の項目によるものとする。 

  1） 工事名称、工事場所、事業主体、施工者、実施工程 

  2） 杭の諸元、使用目的、杭伏図、地質の概要 

  3） 施工タイプ、使用機械、器具 

  4） 各杭について各作業段階の施工記録 

  5） 施工管理、安全対策等関係資料 

  6） 施工中の不具合とその処置及び今後の対策 

 

 (1) 記録の目的 

 アルファーシステム工法によって杭を打設する場合、施工タイプ及び地盤の種別によっ

て異なった判断が必要である。 

 この意味で試験杭を実施し、施工法の妥当性を確認するわけであるが、特に各作業段階

の記録と施工中の不具合については十分に考察し、全体の杭打設工事に反映させなければ

ならない。 

 (2) 記録項目 

 アルファーシステム工法による杭打設に関し、各施工段階に次の項目に従って記録を取

るものとする。 

 1） 杭打設番号、杭番号 

 2） 施工日 

 3） 杭種、径（㎜）、長さ（ｍ） 

 4） 施工時間、開始時刻、終了時刻、作業時間 

 5） 掘削長さ（ｍ）、杭深度（ｍ）、ヤットコ長さ（ｍ） 

 6） 注入セメントミルク量（㎥） 

 8） 回転圧入にかかる電流値もしくはトルク値 

9） 溶接記録 

 (3) 施工記録に係る事項 

    取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代替する記録を確保するた

めの手法について元請(監理技術者等)と基礎杭工事の施工前に定め、施工時に当該施工記

録が取得できない場合に当該手法に基づき記録を作成する。 
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(例)表 14-1 鋼管杭打設 施工記録表 

              

工事名：             

請負者：         

              

杭番号：    施工年月日：平成  年  月  日 

              

番号 作 業 内 容 開始時間 終了時間 施工時間 備 考 

１ 準備・下杭建て込み 15:30 16:00 0:30   

２ 下杭回転圧入 
16:00 

13:00 

17:00 

13:20 
1:20   

３ 下杭・中 1 杭建込～溶接～確認試験 13:20 14:55 1:35   

４ 中 1 杭回転圧入 14:55 15:20 0:25   

５ 中 1 杭・中 2 杭建込～溶接～確認試験 15:20 16:40 1:20   

６ 中 2 杭回転圧入 
16:40 

9:15 

17:00 

9:35 
0:40   

７ 中 2 杭・上杭建込～溶接～確認試験 9:35 11:05 1:30   

８ 上杭回転圧入 11:05 13:20 1:15 1 時間休憩有 

９ 上杭・ヤットコ建込 13:20 13:55 0:35   

１０ ヤットコ回転圧入 13:55 14:50 0:55   

１１ セメントミルク注入 14:50 15:10 0:20  

合  計   10:25   

特  記  事  項     

  先端ヘッド・ヤットコピース設置及び導水パイプ設置     1:10 事前作業 
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15．濁水処理 

 

 アルファーシステム工法タイプ２の施工において、削孔水を使用するので濁水が発生する。

濁水が工事進行の妨げや環境汚染の原因とならないようにその処理を行う。 

 

 (1) 濁水処理 

    ⅰ）産業廃棄物の取扱となるので、バキューム車による場外搬出を原則とする。 

    ⅱ）場外搬出費の算定 

 搬出量は現場の土質によりかなりの差異がある。施工実績から考慮すると杭 1

本当り、杭体積のおよそ 1.5～2.0 倍の数量を搬出するが、現場の土質及び諸条件

を考慮して、別途検討する必要がある。 

 

16．安全及び環境保全 

 

 施工にあたっては次の事項について十分に注意し、安全の確保に努めると共に、工事に伴う

騒音・震動など周辺環境に与える影響についても十分留意しなければならない。 

 (1) 狭小空間、低空間での作業による接触、衝突 

 (2) 重機械の運転及び重量物の取扱い作業 

 (3) 作業員及び第三者の掘削孔への墜落 

 

 (1) 安全管理 

    ⅰ）施工管理技術者は、適切な作業の順序および方法により工事の施工にあたるよう作

業員を指導するとともに、それを常に点検し、労働災害の防止に努めなければならな

い。 

    ⅱ）アルファーシステム工法の施工は、狭い作業空間、低空間の中で杭打機械やクレー

ン等の重機作業や、鋼管杭の建込み等の重量物取扱い作業が大半を占めるため、作業

に際しては作業基準を設定し、機械器具は作業前に点検を行うなどの措置を行ってお

く。とくに、重機の作業空間には支障物の除去や適切な防護工を施すなど、十分な配

慮が必要である。 

 (2) 環境保全 

    ⅰ）施工による使用重機などの騒音・振動は、その大きさや発生実態について十分調査

した上で、できる限り騒音・振動を防止することによって周辺住民の生活環境の保全

に努めなければならない。 

    ⅱ）騒音・振動対策については、工事現場周辺の立地条件を十分把握し、低騒音型建設

機械の選択や作業時間帯、作業工程の設定、遮音施設の設置等、全体的に騒音・振動

を低減するように配慮するものとする 

 




